
【教育センターは OJTで学び続ける教職員を応援します！】 

 

10月 31日（火）と 11月２日（木）に，各教科に分かれて模擬授業・指導案検討を行いました。どの教科

でも，試行錯誤して作り上げた授業案を基に，熱意のこもった模擬授業・指導案検討が進められていまし

た。ICTの効果的活用を教科の特性を踏まえてどのように授業デザインに生かすのか，指導と評価を一体的に

進めるために児童・生徒のどのような姿を見取っていけばよいのかについて，お互いの指導案から積極的に

学ぼうとする姿が印象的でした。今回検討した授業については，今後，勤務校において実施していきます。 
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フレッシュ１年次研修 ～模擬授業・指導案検討～ 



【教育センターは OJTで学び続ける教職員を応援します！】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文部科学省令和５年７月４日付「初等

中等教育段階における生成ＡＩの利用に

関する暫定的なガイドラインの作成につ

いて（通知）」（文科初第７５８号）の通

知を受け，令和５年７月１２日に教育指

導課より「市立学校における生成ＡＩの

教育利用について（通知）」（Ｒ５教学指

第 １１９２号）が通知されています。 

教育センターでは，教育指導課の通知

にありましたとおり，生成ＡＩに関する

教職員研修をオンデマンド研修動画視聴

の形式で２回に分けて実施します。 

事後アンケートにも御協力いただきあ

りがとうございます。「今回の研修の学び

を今後どのように生かしていきますか。」

という設問に対しての皆様のアンケート

の記述をテキストマイニングで分析した

結果が下の図になっています。 

各校におかれましては，生成ＡＩの仕

組みや利便性，懸念点を理解できるよう

に，是非一人一人の学びを共有していた

だければと思います。 

 

生成 AIに関する研修会(オンライン)Ｒ５教教セ号外 令和５年 10月 10日通知 

第１回研修の Googleサイト 

文章中に出現する単語の出現パ

ターンが似たものを線で結んだ図

です。出現数が多い語ほど大き

く，また共起の程度が強いほど太

い線で描画されます。吹き出しは

加筆部分です。 

※「共起」とは…一文（改行や「。」など

で区切られた各文）の中に，単語のセットが

同時に出現するという意味です。共起回数

は、一緒に出現した回数を指します。 

 

情報モラ

ルの必要

性の実感

が表れて

います。 生成 AIにつ

いて学ぶ必

要性の実感

が表れてい

ます。 

「児童」「学習」「指導」「伝える」から

生成 AIとどのように向き合っていく

か，「生成」「ai」「活用」「使う」か

ら，今後の具体的な教育活動との関連

についてアンケートで述べられている

方が多いことが分かります。 

引用：ユーザーローカル AIテキストマイニングによる分析（https://textmining.userlocal.jp/） 

 

【受講者のアンケートから「共起キーワード」分析した図】 

https://textmining.userlocal.jp/

